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第8回日本精神対話学会のご案内

日程：平成 25年 11 月 3日（日・祝）・11 月 4日（月・休）
会場：東京大学駒場キャンパス　12号館

（東京都目黒区駒場 3-8-1）

〔財団法人メンタルケア協会  創立 20 周年記念学会〕

“Warm Heart Forever”

☆日本精神対話学会とは・・・

☆参加対象者

☆参加費

☆内容

　精神対話士とその活動に関心を持つ者が集い、心のケアの専門職「精神対話士」の効能について
究明し、理論構築を行い、より高度で幅広い社会への貢献を目指すことを目的とします。

・精神対話士（正会員）
・精神対話士以外（特別会員）
　   精神対話士以外の方は、学会事務局宛に申請書類をご請求ください。

精神対話士      10,000 円　他に登録料　 1,500 円
特別会員　      10,000 円　他に登録料　 3,000 円
懇親会参加費　  3,000 円

精神対話学に関心、理解を示し、ともに研究、探求していく姿勢を持つ者

第 1日目： 11 月 3日（日・祝） 　9：30 開会
基調講演　協会講師 戸田肇先生（北里大学教授）
   演題「癒しの人間学」
推奨論文審査結果（推奨論文）発表
 《昼休み》
推奨論文賞受賞論文発表
研究会（シンポジウム・全体討論）

17：30　懇親会
第 2日目：11 月 4日（月・休）　10：00 研究分科会

 《昼休み》
研究分科会発表
精神対話士代表挨拶
20周年記念講演　 財団法人メンタルケア協会
    演題「精神対話士誕生の意義と今後の展望」
推奨論文賞授賞式
講評　学会会長 中川俊直（指導精神対話士）
財団法人メンタルケア協会挨拶

15：30　閉会

◎論文の投稿もお待ちしております。（締切：平成25年 9月 10日（火）必着）
※詳細は、ホームページをご覧ください。
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精神対話士日記

　不登校の長男A君（中学 2年）のことで悩む母親（Bさん）との 1回目の対話です。
A君は不登校になり 1年半が経過しました。最近は外出もしなくなりただ月日が経過していくの
みで、母親として「何とかしてあげたい」という強い気持ちはあっても、どうしてよいかわからず、
精神対話士との対話を希望されました。
　Bさんは、今はA君に学校に行って欲しいというよりも、外出したり普通に生活して欲しいと
話されました。
　不登校になったきっかけは、Bさんも同席したある場所で信頼していた教師C先生に対する不
信感だったとのことです。その時、A君は「先生は何もわかってくれない！」と言い、その場で
机をひっくり返し、それ以来C先生が家に訪問してもA君は会おうとはしなくなりました。
　A君が不登校になってから、Bさんは何とかして学校へ行かそうと、A君を説得したり、なだ
めたり、友達に来てもらったりとさまざまなアプローチをしてきましたが、学校へ行かそうと躍
起になればなるほど、A君はかたくなに拒否しました。
　初めの頃は、物にあたる行為が見られましたが、最近は落ち着きそのような行動は見られなく
なり、また親を殴ったりなどの家庭内暴力もありません。
　そしてA君は、「お母さん、ごめんね」とか「中学を卒業したら、アルバイトするね」などと
母親のことを思い、Bさんを気遣う言葉も掛けてくるとのことです。
　A君は小さい頃から言いたいことが口でうまく伝えられず、手が出て友達との喧嘩も時折あっ
たようで、今でも「言葉で伝える事は上手ではない」とのことです。
　私は、母親Bさんとの対話からまだ会っていないA君の気持ちを想像しました。
“学校へは戻りたいけど今となっては戻れない。だって勉強も今からは皆に追いつかないだ  
ろうし、行くと周りの友達の目も気になるし、先生から特別扱いされるのも嫌だ。
だから学校へはもう行きたくない。外出したくないのも僕のことを知っている人と会わない
為だ。本当は母親にはとても申し訳ないと思っている。母親の愛情は受けたいし、だからこ
そ母親の期待には応えていきたい・・・”と。

　A君は、自分の心の苦しみを共感・受容してくれる存在が必要であり、またその存在とは、無
条件に自分の話に共感・受容してもらえる人でないと、安心して自分の心の内を話さないであろ
う。そして、味方で居続けてくれるという安心感が心を癒し、自らを語ってくれるだろう。自分
のことを話すことが出来れば、本人の表現が未熟であっても、対話を重ねていく中で言葉を広い
集める作業をこちらが手伝い、そしていつか必ず回復すると信じ続けていけば、ある時自分で道
を見出せるようになるのではないかと考えます。
　A君を今の苦しみから救うために、まずはA君の気持ちに共感し、「自分の気持ちをわかって

精神対話士　 森本　聡
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くれる人がいるんだ」ということを肌で感じて欲しいと思っています。
　対話終了後、母親のBさんから「今日、話が出来て良かった」という言葉をいただきました。
そして「息子と話をして欲しいが、本人が会いたいと言ってくれたら良いのですが・・・」と、
話されました。私は早くA君に会える日を楽しみに、A君に声を掛け続けていこうと思います。
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【 精神対話士研修会のお知らせ 】

TEL：03-3405-7270　  FAX：03-3405-8580     E-mail:mca@mental-care.jp

「精神対話士のためのメンタルケア論」テ ー マ

札幌会場

福岡会場

広島会場

仙台会場

日 時
会 場

交通案内

日 時
会 場

交通案内

日 時
会 場

交通案内

日 時
会 場

交通案内

○費用　 6,000 円（当日各会場でお支払いください）

＊各会場の研修会日程は随時 I. I. MECAに掲載されます。
　東京会場、大阪会場は年 2回、
　その他の会場（札幌、仙台、金沢、名古屋、広島、福岡）は
　年 1回開催予定

◎「I. I. MECA」のホームページへの掲載期間
　春号：4～ 5月　夏号：7～ 8月　秋号：10 ～ 11 月
　冬号：1～ 2月

平成 25 年 6 月 9 日（日）PM 1:00 ～４:20
ももちパレス　第 2研修室（3F）
　　（福岡市早良区百道 2－ 3－ 15）
 地下鉄「藤崎」駅すぐ

平成 25 年 9 月 29 日（日）PM 1:00 ～４:20
アステールプラザ　中会議室（4F）
　　（広島市中区加古町 4－ 17）
 JR「広島」駅から
＜市内電車＞宇品行（紙屋町経由）
　　　　　　市役所前下車 徒歩 7分
＜市内バス＞広島バス吉島営業所
　　　　　　加古町下車すぐ

平成 25 年 9 月 21 日（土）PM 1:00 ～４:20
フォレスト仙台（宮城県教育会館）
　　　　　　　　第 7会議室（2F）
　　（仙台市青葉区柏木 1－ 2－ 45）
JR「仙台」駅より地下鉄南北線「北四番丁」駅
徒歩 7分

平成 25 年 10 月 13 日（日）PM 1:00 ～４:20
北海道大学学術交流会館　第 4会議室（1F）
　　（札幌市北区北 8条西 5丁目）
 JR「札幌駅」北口より　徒歩 10 分
地下鉄南北線「北12条」駅　徒歩 5分

精神対話士研修会を次の要領で開催いたします。奮ってご参加ください。
参加申し込みは協会あて、電話、FAX、E-mail でお願いいたします。


